






要約:川崎病後冠動脈障害の診断法として ATP 負荷心筋シンティグラフィを行い,有用性,

安全性について検討した。方法は,川崎病既往の 20 例(冠動脈造影で 75%以上の冠動脈狭

窄または閉塞 17 例,冠動脈瘤または消退 3 例)に,ATP 負荷(160μg/㎏/min.6 分間)心筋

SPECT を行った。川崎病後冠動脈狭窄性病変に対する ATP 負荷心筋 SPECT の sensitivity

は 88%であり,有用な診断法と考えられた。ATP 負荷は負荷時間が短く,重篤な副作用もな

く小児においても十分耐えうる簡便な負荷法であり,同様の作用機序のジピリダモール負

荷に比べ使用法および安全性において有用な負荷法になりうると考えられた。

今後,薬物負荷心筋 SPECT において作用機序の異なる ATP とドブタミンを用いることで,心

筋虚血,viability の診断の上でより有用な評価が可能と考えられる。


